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どんな検査？？ 
動脈硬化の原因はＬＤＬコレステロール（悪玉）ですが、 

その中でも錆びついた酸化変性ＬＤＬコレステロール（ＬＡＢ）が 

「最大の悪玉」です。 

この酸化変性ＬＤＬが、血管内にあるＬＯＸ－１に捕まると 

血管に炎症が生じ動脈硬化につながります。 

このＬＡＢとＬＯＸ－１を測定することで将来の 

脳梗塞・心筋梗塞の危険性が予測できます。 

どんな検査？？ 
骨は絶え間なく古い骨が壊され、 

新しい骨が作られる過程を繰り返しています。 

その骨代謝が反映する物質（骨代謝マーカー）を 

測定することで、将来に骨量が減っていくことや 

骨折する危険性の予測ができます。        

動脈硬化リスク 血液検査 

ロックス・インデックス 

こんな方におススメ 
 脳梗塞・心筋梗塞が心配な方 

 （動脈硬化が気になる方） 

 高血圧、脂質異常症、糖尿病の既往歴がある方 

 脳梗塞・心筋梗塞のご家族歴がある方 

 動脈硬化が気になる方 

 ４０歳以上の働き盛りの方 

 タバコを吸うもしくは吸っていた方 

 肥満気味の方 

こんな方におススメ！！ 
 骨粗しょう症が心配な方 

 偏食のある方・急激なダイエットをされた方 

 タバコを吸う方・吸っていた方 

 運動不足の方 

 身長が以前より２ｃｍ以上縮んだ方 

 女性５０歳（特に閉経後）               

 男性７０歳以上の方 

 腰背部などに痛みのある方 

 過去に骨折をしたことのある方  

将来の脳梗塞・心筋梗塞の発症リスクを予測する血液検査 将来の骨の状態を早い時期に予測できる血液検査 

新オプション検査のご案内 

￥５,４００－ 

骨粗しょう症 

骨代謝マーカー 

血液検査 

どんな検査？？ 
健診時のデータと総合病院のDXA装置による全身筋肉量と骨密度、 

握力測定、歩行測定の結果を総合してｻﾙｺﾍﾟﾆｱ状態か調べます。 

ｻﾙｺﾍﾟﾆｱとは加齢により筋肉量が減少することです。 

体を支える筋肉量が減少することで関節への負担増大や 

転倒につながり、要介護状態や寝たきりの原因の一つとなります。 

健康寿命を延ばしていくためにはｻﾙｺﾍﾟﾆｱについて自覚し、 

定期的に運動器の健診を受け適度な運動や食事療法を行いながら 

予防していくことが重要です。 

血中のビタミンＤの濃度を血中25（OH）Dの値で調べます。 
 

日本人はビタミンDが不足していると 

以前から言われています。 

ビタミンDは骨を丈夫にするカルシウム代謝に 

重要な役割をしたり、筋肉を強くする作用があります。 

またビタミンDが低いと結核などの感染症、 

がんのリスクが上がることが発表されています。 

ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ検診 
￥１４,０４０－ 

￥１２,９６０－ 

※ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ検診は阿佐ヶ谷の本院にて検査いたします。

ｻﾙｺﾍﾟﾆｱ 

（足関節上腕血圧比）   

どんな検査？？ 
足首と上腕の血圧の比較や脈波の伝わり方を調べることで、 

動脈硬化（血管の老化など）の程度や早期血管障害を 

検出することができます。 

現在の血管の状態イメージや脳・心血管病のリスクがわかります。 

 

￥３,２４０－ 

※結果報告書の一部（イメージ） 

動脈硬化リスク 

ABI検査 

※裏面もご覧ください 
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